
 

○  区民との協働 

○  組織を超えた協力体制 

○  公園・児童遊園の健康遊具で健康づくり 

★ハピベジ加盟店の 

  ステッカー 

  
 ○ 葛飾区広報、葛飾区ホームページへの掲載、プレイベントやオープニングイベントの開催 

              

 ○ 主管部署：都市整備部公園課 

 ○ 連  携 ：福祉部高齢者支援課、政策経営部政策企画課、健康部健康づくり課、 

          健康政策推進担当課、 教育委員会生涯スポーツ課、政策経営部広報課 

 ○ 連携団体：うんどう教室会員、健康づくり推進員、ラジオ体操連盟、スポーツ推進委員、地元町会 

 
 ○ 幅広い年齢層が対象 

担当部署: 葛飾区都市整備部公園課 

住   所：葛飾区 立石６－９－１ 

電   話：０３－３６９５－８３８０ 
ホームページ：
http://www.city.katsushika.lg.jp/kurashi/ 
1000059/1003408/1003545.html 

健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ （開始：平成２７年度） 

葛飾区 ～「地域のつながりを通じた生活習慣改善推進事業」～ 

             人口： 459,514人 （平成29年9月1日現在）、老年人口割合：24.5％（平成29年9月1日現在） 

 ○ 公園・児童遊園は誰もが利用でき、身近で利便性がよく、安全であり、運動もでき、地域の人々が 

   社会的に交流できる場でもあり、美しい自然環境を享受できる場等の特長を有している。 

 ○ 区民の4人に1人は高齢者である今、これらの公園の特長は人々のすこやかな健康づくりに大きく 

   貢献できるものと考えられる。 

 〇 幅広い世代の人たちが気軽に利用できる公園・児童遊園は、地域の大人と子供との世代間 

   交流の機会となり、区民同士がつながりながら健康増進や介護予防が期待できる。 

背   景     

   

  ○ 東京都医療保健政策区市町村包括補助事業 

  

  ○ 健康遊具の設置 

  ・ 区立公園・児童遊園314園のうち65園に健康遊具を設置（平成29年9月1日現在）                            

   （遊具の設置にかかる費用は、東京都医療保健政策区市町村包括補助事業対象外）  

   【区民と協力して実施した内容】 健康遊具の選定のための意見聴取等 

   【他部署、関係団体と協力して実施した内容】 事業検討チームへの参加やイベント実施への協力等   

 ○ 「健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ」作成 

  ・ 健康遊具とのコラボ内容（健康遊具の紹介と、ウォーキング ＋ 健康遊具体験を組み合わせた 

     おすすめコースを設定）。 

   【区民と協力して実施した内容】 ウォーキングコースの選定のための意見聴取等 

   【他部署、関係団体と協力して実施した内容】 事業検討チームへの参加や、イベント実施への協力等  

 ○ 「健康遊具＆ウォーキングで健康づくり オープニングイベント」の開催（健康遊具とウォーキングで 

   健康づ くりマップ完成記念イベント） 

  ・ 実施内容（健康プラザかつしかでの式典後に式典会場から東立石緑地公園までの約２．３㎞の 

    ウォーキングを行い、東立石緑地公園で健康遊具体験を実施） 

  ・ 対象（連携団体委員を含む区民を対象に募集）参加者約６０人 

事業内容 

補助金利用等 

メインターゲットへの周知 

キーワード 

 

 ○ 公園・児童遊園に健康遊具を新設、増設し、区民の健康づくりの一環として活用してもらう。 

   ○ 各地域にバランスよく健康遊具を配置する。さらに、ウォーキングをしながら公園・児童遊園を巡る 

    おすすめコースや健康遊具の位置・種類が分かるポケットサイズの案内マップを作成し、 

        気軽に健康づくりができるようにする。 

 ○ 人々の健康づくりに寄与する公園をつくり、公園の健全性を高めていく。 

目 的 ・ ねらい    

メインターゲット 

実施体制 
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★「健康遊具＆ウォーキングで健康づくり 

  オープニングイベント」時の写真１ 

 
 
 ○ 既存施設との取り合いなど、設置場所 
    が限られる。 
 ○ 一つの公園・児童遊園では設置できる 
    数が限られるため、地域の中で健康遊 
    具の種類をバランス良く配置する必要 
    がある。 
 ○ 間違った利用による怪我を防止するた 
    め、利用方法を分かり易く解説した看 
    板を工夫する必要がある。 

 

 ○ 多くの区民が毎日利用する姿を見ることが増え、健康増進の機運が高まり始めたように感じる。 

 ○ 案内マップ「健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ」（東部版・西部版）の各１，０００部は１ 

   週間で配布が完了し、すぐに各２，０００部の増刷を行った。 

    その後も、毎年各２，０００部の増刷を行って おり、区民の関心が高いことが伺える。 

 ○ 事業実施前：健康遊具設置公園・児童遊園数 ２８園 

 

 ○ 今後は健康遊具を設置した公園を対象に、健康 

     づくり関連の部署と連携して教室やイベントを開 

    催するとともに、区民による健康活動団体を育成 

      したい。 

 ○ 新設公園や既設公園の改修時には、引続き 

    区民の健康づくりの一環として、１公園 

         ３基以上の健康遊具の設置を推進したい。 

 ○ 毎年案内マップを増刷する際は、更新データを反 

    映させていく。増刷は毎年各２，０００部を予定。 

課  題    今後の目標 ・ 展 開    

★「健康遊具＆ウォーキングで健康づくり  

 オープニングイベント」時の写真２ 

担当者からひとこと 

   実際の計画・立案に当たり、最初は関連課が消極的であったが、 

  協議を重ねるうちに全員が一体となり、事業が円滑に進んだと考える。 

   また、連携団体については、最初から「健康づくり」をキーワードに 

  積極的に参加し、多くの意見がもらえた。平成２８年度からは、 

  健康部が主体となって、「ウォーキングマップ」への展開も図られた。 

 

 ○ 区民との協働に重点を置いた点と、組織を超えた協力体制での事業の推進 

   ・ 遊具選定、コース選定、イベント実施において区民の協力を得ながら実施した。 

   ・ 区民の協力による事業の企画立案・運営を行うことで、区民から区民への口コミによる情報の 

    広がりを期待し、地域コミニュティへの波及効果を狙った。 

   ・ 連携課との打合せを月に１～２回実施した。また、進捗状況などの情報を職員間で共有する 

    ため「健康遊具ＮＥＷＳ」（資料ページに掲載）を４号発行した。 

  ○ 気軽に健康づくりができるような仕組みづくりの設定 

   ・ あまり負荷がかからず、楽しく取り組めるような健康遊具を設置し、ウォーキング等の途中でも 

    気軽に取り組めるようにした。 

   ・ 各地域にバランスよく健康遊具を設置し、区民がアクセスしやすいようにした。 

  ○ 安全・安心への配慮 

   ・ おすすめウォーキングコースは、歩きやすい道路を選んでおり、安全・安心に健康遊具を楽し 

留 意 点 ・工 夫 

効  果（事業実績）    
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（資料） 健康遊具とウォーキングで健康づくりマップ 

★健康遊具の種類 

★健康遊具の使い方（抜粋） 

※健康遊具１４種 

 類のうち代表的 

 な８種類 
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★健康遊具とウォーキングマップで健康づくりマップ （東部版） 

★健康遊具NEWS 

ウォーキングマップは東

部版と西部版の2部作成

しています。 
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